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難民を支える
支援とは

リード文

第 1 回：難民とは？

ウクライナからの ( 避 ) 難民受入れが始ま
り、これまではテレビやネットの向こう側
に映っていた「難民」と言われる人々が、
この社会で共に暮らす「人」として意識さ
れるようになりました。日本に暮らす難民
への理解を深めていただくための、連載を
スタートします。( 全 3回 )
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　難民と他の移住者で大きく異なる点は、難民の方々の多くには「帰
国」の選択肢がない、ということです。
　学生時代に民主化運動に参加し国を逃れたMさん。無国籍のまま
日本で生まれ育った子どものために帰化も考えますが、愛する母国
の国籍を捨てることに大きなためらいがありました。そんなMさん
が帰化を決意したのは、若い時に別れたままの父親が、余命数か月
の宣告を受けたときでした。「最期に一目会いたい」と思ったMさん
にとって、帰国できる唯一の方法が、帰化をし日本人として母国を
訪れるというものでした。結局、Mさんの帰化申請の結果を待つこ
となく、お父上は他界されました。
　いつも思います。私たちはMさんの傍らにいて何ができるだろう

かと。それは「ただ傍らにいる」ということだけなのか
もしれません。

難民支援の現場から　～ただ傍らにいる～

矢崎理恵

次号では支援活動について理解を深めます。
←さぽうと 21  矢崎理恵さんプロフィール
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発行の情報冊子「にほんごコミュニケーション」で

連載された記事をまとめました。ウクライナ避難民

の方々への支援、そして日本に暮らす難民への理解

を深めるためにお役立てください。
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第 2 回：受入れ後の支援を考える

前回は国内における難民受入れの変遷、
難民認定について触れましたが、受入れ
後に必要となる「支援」にはどのような
ものがあるのでしょうか。
その「支援」は、今日明日の衣食住を支
える支援から、長い時間をかけた自立支
援まで、多岐にわたります。

10 代後半で来日し、難民申請中に無料の
地域日本語教室で懸命に学び続けました。
難民認定された 20 代後半には、夢だった
大学進学を果たしました。今は難民支援の
活動に勤しんでいます。

難民支援の現場から　～長い道のり～

矢崎理恵

←前回の記事はこちら
*次回（最終回）は、地域で
共に暮らしていくことについ
て考えます。

*

* 母国を逃れ、一時的な庇護を受けていた難民キャンプなどから、受け入れに合意した別の第三国に移り住んだ人々

申請中に支援団体の紹介でゼロからプログ
ラミングを学び始めました。今は、プログ
ラマーとして活躍し、最近、母国の子ども
達にオンラインでプログラミングを教える
ようになりました。

C さん

R さん

子育てが少し落ち着いたころにネイリスト
を目指し勉強しました。夢をあきらめずに
努力し 7年経ったころ、自分の店をもちま
した。今は後輩の指導に余念がありません。N さん
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第 3 回：地域で共に暮らしていく

さまざまな背景を持つ「難民」と呼
ばれる方々。最終回となる今回は、
日本で、地域で暮らす彼らに、同じ
地域住民である私たちができること
を考えてみます。その答えのヒント
は、皆さんがよく抱く疑問の中にあ
るようです。

矢崎理恵

↑連載のバックナンバー
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